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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制　

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

事業所や製品の写真等

ねずみ鋳鉄から
ダクタイル鋳鉄まで幅広く対応

〇本社所在地：千葉県銚子市小浜町

〇事業概要：エレベーター用部品、半導体

製造設備部品他、一般産業機械用鋳物

部品製造

〇常時使用する従業員：36名

　（2026年3月時点）

〇現在の売上高：14億円

　（ 2025年9月期）

〇法人番号：9040001062060

〇Web：https://www.kato-cast.jp/

株式会社カトー（銑鉄鋳物製造業）

➤私たちは、鋳物の開発を通して社会に貢献し、社員の幸福な未来を追求する企業であり続ける

➤鋳物の進歩と革新に挑戦し、可能性を広げるために事業を行う

➤科学と技術により製品の価値を高める提案をし、より良い生活の実現に貢献する

➤新技術を活かした付加価値の高度化により、鋳物kg当たり取引単価
を引上げ

➤新誘導炉の導入による新素材（二レジスト：船舶等の部品向け）の
開発・製品化

➤製造工場のキャパシティ拡大
➤生産設備の効率化・自動化により、顧客への部品供給量を増加

➤設備投資と人材投資のバランスを図りつつ、持続的な成長資金の
確保を実施

➤3年先、5年先の売上構造、投資内容、人材の活用について判断できる
体制の構築と実行

➤賃上げによる魅力的な職場創りと人材確保
➤月次で進捗モニタリングを実施し、KPI管理を徹底

➤熟練技術者の経験や手作業での計測に基づく提案では、説得力や
設計精度に限界

➤絶え間なく進歩する技術に対応するため、材料の基礎研究・開発・
品質保証のためのエンジニアリングに力を注ぐ

➤製造工場のキャパシティ不足による機会損失を解消
➤従業員（特に若年層）の定着率向上

顧客の要求に最大限に応える技術及びサービスを提供する

2035年の売上高100億円達成に向け、新技術を活かした付加価値の
高度化、製造工場のキャパシティ拡大を図ります。2035年に105億円の
売上実現を目指します

代表取締役社長
加藤 弘之

2026年（現状） 2035年（達成予定）

14億円 105億円


